
　

早
い
も
の
で
新

年
度
も
１
箇
月
か

過
ぎ
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
新
採
用

職
員
の
皆
さ
ま
は

研
修
が
終
わ
り
、

日
々
業
務
に
励
ん

で
い
る
こ
と
と
思

い
ま
す
▼
皆
さ
ま

の
職
場
の
雰
囲
気
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
定
時
で
帰
れ
て
い

る
で
し
ょ
う
か
。
近
年
「
ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
」
と
い
う

言
葉
を
耳
に
す
る
こ
と
が
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
「
ワ
ー
ク
ラ

イ
フ
バ
ラ
ン
ス
」
と
は
、
そ
の

名
の
と
お
り
仕
事
と
生
活
の
バ

ラ
ン
ス
の
こ
と
で
そ
れ
を
確
保

す
る
に
は
「
周
囲
に
相
談
し
や

す
い
良
好
な
職
場
環
境
」
や

「
残
業
な
し
に
仕
事
が
終
わ
ら

せ
ら
れ
る
人
員
」
が
必
要
で
す

▼
し
か
し
、
実
際
に
は
人
員
不

足
と
そ
れ
に
伴
う
良
好
な
職
場

環
境
の
構
築
が
進
ま
な
い
こ
と

に
よ
り
、
採
用
か
ら
数
日
で
残

業
を
す
る
こ
と
な
り
、
そ
ん
な

状
況
を
周
り
に
相
談
で
き
ず
、

日
々
悩
ん
で
い
る
職
員
が
い
る

の
で
は
と
心
配
に
な
り
ま
す
▼

こ
ん
な
職
場
環
境
に
さ
せ
な
い

た
め
に
「
労
働
組
合
」
は
存
在

し
て
い
ま
す
が
、
悩
ん
で
い
る

状
況
が
労
働
組
合
に
届
か
な
い

こ
と
に
は
職
場
環
境
を
改
善
す

る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
▼
職
場

環
境
を
改
善
す
る
た
め
に
も
、

そ
し
て
何
よ
り
人
員
確
保
の
た

め
に
も
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
そ

の
状
況
を
是
非
「
労
働
組
合
」

に
届
け
て
く
だ
さ
い
。

　

定
期
大
会

◆
日　

時   

２
０
２
５
年
６
月
14
日
（
土
）

　
　
　
　

   

10
時
30
分
〜

◆
場　

所   

エ
ス
ポ
ワ
ー
ル
い
わ
て 

大
中
ホ
ー
ル

▲４.８ 宮古支部の歓迎昼食会のようす

　

４
月
８
日
、
宮
古
支
部
で
は

宮
古
合
庁
に
配
属
さ
れ
た
農
林

振
興
セ
ン
タ
ー
と
水
産
振
興
セ

ン
タ
ー
の
新
採
用
職
員
を
対
象

に
、
新
採
用
歓
迎
昼
食
会
を
開

催
し
た
。
組
合
紹
介
動
画
を
鑑

賞
し
た
後
、
本
部
須
藤
中
央
執

行
委
員
か
ら
組
合
に
つ
い
て
の

説
明
を
し
た
。
続
い
て
自
己
紹

介
で
先
輩
組
合
員
か
ら
「
組
合

は
所
属
を
超
え
て
知
り
合
い
が

で
き
る
い
い
場
で
も
あ
る
と
思

う
の
で
、
組
合
を
そ
う
い
う
友

達
を
増
や
す
と
い
う
と
こ
ろ
に

使
っ
て
み
て
も
良
い
の
か
な
と

思
う
」、「
組
合
は
悩
み
事
な
ど

の
相
談
を
し
た
り
、
個
人
的
に

良
か
っ
た
な
と
思
う
の
が
、
イ

ベ
ン
ト
と
か
に
参
加
し
て
、
他

の
部
署
の
青
婦
部
の
方
た
ち
と

交
流
で
き
る
」
な
ど
の
自
身
が

組
合
に
入
っ
て
よ
か
っ
た
こ
と

を
伝
え
、
参
加
し
た
新
採
用
職

新
採
用
職
員
１
４
５
人
が
着
任

仲
間
を
増
や
し
て 

へ
!!

「組
合
を
身
近
に
」 
感
じ
て
も
ら
う

　

新
年
度
を
迎
え
、
各
所
属
に
新
採
用
職
員
が
着
任
し
、
１
か
月
が
経
つ
。
新
採
用
加
入

促
進
の
取
り
組
み
と
し
て
、
新
採
用
職
員
研
修
の
最
後
に
県
職
労
本
部
か
ら
の
説
明
、
各

支
部
・
分
会
で
の
先
輩
組
合
員
か
ら
の
声
掛
け
、
組
合
の
役
割
や
活
動
に
つ
い
て
集
約
し

た
動
画
及
び
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
用
い
た
説
明
等
に
よ
り
、
分
会
・
支
部
・
本
部
一
体
で
新

採
用
職
員
の
加
入
促
進
に
全
力
を
挙
げ
て
い
る
。
４
月
上
旬
か
ら
中
旬
に
か
け
て
開
催
し

た
、
宮
古
、
一
関
、
盛
岡
の
３
支
部
の
取
組
例
を
紹
介
す
る
。

員
か
ら
加
入
届
が
提
出
さ
れ

た
。
ま
た
、
16
日
に
は
、
岩
泉

土
木
セ
ン
タ
ー
に
配
属
さ
れ
た

新
採
用
職
員
歓
迎
昼
食
会
も
開

催
さ
れ
、
自
治
労
共
済
を
利
用

し
て
い
る
先
輩
か
ら
は
、「
団

体
生
命
や
マ
イ
カ
ー
共
済
を
利

用
し
て
い
る
が
、
他
と
比
べ
て

割
と
安
い
。
だ
か
ら
組
合
費
を

払
っ
て
い
る
け
ど
、
共
済
な
ど

で
ペ
イ
し
て
い
る
」
と
共
済
の

メ
リ
ッ
ト
を
話
を
し
て
い
た
だ

き
、
他
の
先
輩
組
合
員
か
ら
は

「
組
合
に
入
っ
て
い
れ
ば
、
自

分
の
職
場
の
課
題
な
ど
を
県
当

局
に
対
し
て
喋
っ
て
も
ら
え

る
。
現
場
側
と
し
て
は
一
人
の

声
だ
と
な
か
な
か
届
か
な
い
け

ど
、
組
合
と
い
う
組
織
で
い
ろ

い
ろ
喋
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
か

ら
、
組
合
に
入
っ
て
い
て
損
は

し
な
い
の
か
な
と
思
う
」
と
組

合
の
意
義
に
つ
い
て
話
を
し
て

い
た
だ
い
た
。

　

４
月
10
日
、
一
関
支
部
で
は

千
厩
合
庁
に
配
属
さ
れ
た
農
村

整
備
セ
ン
タ
ー
の
新
採
用
職
員

を
対
象
に
、
歓
迎
昼
食
会
を
開

催
し
た
。
先
輩
組
合
員
か
ら
組

合
員
だ
け
が
使
え
る
人
事
対
策

カ
ー
ド
に
つ
い
て
、「
家
庭
事

情
等
に
よ
り
遠
く
へ
異
動
で
き

な
い
よ
う
な
職
員
が
居
た
場
合

に
組
合
を
通
じ
て
人
事
課
へ
配

慮
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
」

「
組
合
費
を
払
っ
て
で
も
強
力

な
保
険
の
保
険
代
だ
と
思
え
ば

安
い
」
な
ど
組
合
費
以
上
の
メ

リ
ッ
ト
や
自
身
が
利
用
し
て
い

る
マ
イ
カ
ー
共
済
の
魅
力
に
つ

い
て
新
採
用
職
員
へ
伝
え
、
終

始
賑
や
か
な
雰
囲
気
で
昼
食
会

を
閉
じ
、
参
加
者
か
ら
加
入
届

が
提
出
さ
れ
た
。

　

４
月
18
日
盛
岡
支
部
で
は
産

業
技
術
短
期
大
学
校
に
配
属
さ

れ
た
新
採
用
職
員
を
対
象
に
、

歓
迎
昼
食
会
を
開
催
し
た
。
組

合
紹
介
動
画
を
放
映
後
、
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
で
動
画
で
は
説
明
し

き
れ
な
か
っ
た
組
合
活
動
や
取

り
組
み
成
果
に
つ
い
て
補
足
説

明
を
し
た
。
自
己
紹
介
で
先
輩

組
合
員
か
ら
は
、「
組
合
の
行

事
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
い
ろ
ん
な
情
報
を
得
る
こ

と
が
で
き
る
」、「
職
業
訓
練
の

指
導
員
は
、
狭
い
中
で
の
異
動

に
な
り
、
常
に
一
緒
の
仲
間
で

や
っ
て
い
く
の
で
、
ぜ
ひ
一
緒

に
組
合
に
加
入
し
て
い
た
だ
い

て
、
情
報
共
有
や
助
け
合
っ
た

り
で
き
れ
ば
と
思
う
」、「
こ
こ

の
産
業
技
術
短
期
大
学
校
で
は

な
い
職
場
に
い
る
機
械
の
先
生

や
全
然
違
う
科
の
先
生
と
も
顔

見
知
り
に
な
り
、
仕
事
に
役
立

つ
。
異
動
し
た
時
も
組
合
で
顔

見
知
り
に
な
っ
た
先
生
が
い
る

と
安
心
で
組
合
は
仕
事
に
直
結

す
る
活
動
で
も
あ
る
の
で
、
ぜ

ひ
組
合
に
加
入
し
て
ほ
し
い
」

な
ど
組
合
活
動
が
自
身
の
仕
事

に
も
直
結
し
て
い
る
こ
と
を
話

を
し
て
い
た
だ
き
、
参
加
者
か

ら
加
入
届
が
提
出
さ
れ
た
。

▲４.10 一関支部（千厩）の歓迎昼食会のようす

▲【「マイナ保険証問題」を追及する岸まきこさん】

岸
ま
き
こ
を
参
議
院
に
送
ろ
う

野
中
や
す
し

　
　
　

 　
議
会
報
告

　

県
職
労
の
皆
様
に
は
、
私
の

盛
岡
市
議
会
に
お
け
る
活
動
に

対
し
、
日
頃
よ
り
、
ご
指
導
、

ご
支
援
を
頂
い
て
い
る
こ
と
に

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
七
月
に
は
参
議

院
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。
県
職

労
は
、
既
に
自
治
労
組
織
内

岸
ま
き
こ
（
立
憲
民
主
党　

四

九
才　

現
一
期
）
さ
ん
の
推
薦

を
決
定
し
て
い
ま
す
。

　

実
は
、
県
職
労
と
岸
ま
き
こ

参
議
院
議
員
は
、
強
い
つ
な
が

り
が
あ
り
ま
す
。

　

十
四
年
前
の
東
日
本
大
震
災

が
発
生
し
た
際
、
沿
岸
・
県
北

振
興
局
や
宮
古
市
を
は
じ
め
と

す
る
沿
岸
市
町
村
で
働
く
自
治

労
組
合
員
は
避
難
所
の
お
世
話

や
一
日
も
早
い
復
旧
復
興
に
向

け
た
業
務
に
昼
夜
を
問
わ
ず
追

わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

発
災
か
ら
一
週
間
経
過
し
た

あ
た
り
か
ら
、
不
眠
・
食
欲
不

振
や
拒
食
・
混
乱
等
や
身
体
反

応（
脱
力
感
・
過
覚
醒
・
動
悸
等
）

の
訴
え
が
、
急
激
に
被
災
自
治

体
で
増
え
ま
し
た
。

　

当
時
、
自
治
労
県
本
部
書
記

長
だ
っ
た
私
は
、
自
治
労
本
部

の
窓
口
で
あ
っ
た
岸
ま
き
こ
労

働
安
全
局
長
に
対
し
、
被
災
自

治
体
の
実
態
と
支
援
の
拡
充
を

訴
え
ま
し
た
。

　

岸
ま
き
こ
局
長
は
、
総
務
省

や
消
防
庁
、
内
閣
府
に
か
け
合

い
、
地
方
公
務
員
共
済
組
合
に

よ
る
「
ス
ト
レ
ス
・
チ
ェ
ッ
ク

の
実
施
」「
二
四
時
間
電
話
相

談
」、「
メ
タ
ル
ヘ
ル
ス
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催
」
な
ど
の
支
援
を

実
現
さ
せ
ま
し
た
。

　

大
規
模
災
害
が
起
き
れ
ば
、

常
に
被
災
現
場
の
最
前
線
に
立

つ
の
は
自
治
労
組
合
員
で
す
。

　

組
合
員
の
声
を
政
府
に
届
け

る
た
め
に
も
、
岸
ま
き
こ
さ
ん

を
参
議
院
に
送
り
ま
し
ょ
う
。

県
職
連
合
第　
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４
月
１
日
付
け
で
、
総
務
事

務
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
「
昇
給
昇

格
発
令
等
通
知
書
」
が
発
出
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
通
知
書
に
は
、

昇
給
・
昇
格
の
状
況
、
昨
年
の

人
事
評
価
の
結
果
な
ど
重
要
な

情
報
が
示
さ
れ
て
い
る
。
特
に

も
、
今
回
２
０
２
５
年
４
月
１

日
の
発
令
で
は
、
行
政
職
３
級

（
他
の
給
料
表
の
相
当
級
を
含

む
）
以
上
の
職
員
に
つ
い
て
は
、

一
定
の
号
給
が
削
ら
れ
、
こ
れ

に
伴
う
号
給
切
替
が
行
わ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
切
替
反
映
後
の

号
給
と
さ
れ
て
い
る
。
組
合
員

の
皆
さ
ん
は
ぜ
ひ
確
認
し
よ
う
。

【
３
級
以
上
「
初
号
カ
ッ
ト
」
確
認
を
】

　

２
０
２
４
年
の
県
人
事
委
員

会
勧
告
で
は
、
国
家
公
務
員
に

準
じ
、
２
０
２
４
年
４
月
１
日

か
ら
の
給
与
改
定
に
加
え
て
、

２
０
２
５
年
４
月
１
日
か
ら
給

料
表
の
３
級
以
上
に
つ
い
て
、

比
較
的
低
い
号
給
（
３
級
の
場

合
は
１
〜
４
号
）
を
削
る
改
正

（
い
わ
ゆ
る
「
初
号
カ
ッ

ト
」
）
に
つ
い
て
も
勧
告
さ
れ

た
。

　

２
０
２
４
確
定
闘
争
で
は
、

こ
の
「
初
号
カ
ッ
ト
」
に
よ
り

職
員
へ
の
不
利
益
が
生
じ
な
い

こ
と
を
確
認
し
た
う
え
で
妥
結

し
た
。

　

当
該
改
正
に
つ
い
て
は
、
２

０
２
４
年
12
月
の
条
例
改
正
に

反
映
さ
れ
、
当
局
か
ら
は
12
月

18
日
に
通
知
が
行
わ
れ
て
い
る
。

万
一
、
不
利
益
が
生
じ
て
い
る

場
合
は
、
県
職
労
に
お
知
ら
せ

願
い
た
い
。

【
昇
給
・
昇
格
は
？
】

　

昇
給
の
幅
に
つ
い
て
は
、
通

常
、
４
号
給
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
現
在
は
、
職
員
の
業
務

遂
行
実
績
を
も
と
に
「
極
め
て

良
好
」
「
特
に
良
好
」
と
上
司

が
評
価
し
た
職
員
に
対
し
て
昇

給
幅
を
増
や
す
「
査
定
昇
給
制

度
」
と
な
っ
て
い
る
。

　

昇
格
の
目
安
に
つ
い
て
は
、

２
０
０
６
年
の
地
域
給
の
導
入

や
査
定
昇
給
制
度
の
導
入
な
ど

に
よ
り
、
標
準
的
な
昇
格
の
目

安
が
な
く
な
っ
た
。
仮
試
算
で

あ
り
、
公
式
な
見
解
で
は
な
い

が
、
査
定
昇
給
制
度
の
影
響
等

を
な
く
し
、
一
般
的
に
積
み
上

げ
る
と
、
お
お
む
ね
の
標
準
と

し
て
大
学
卒
業
程
度
の
場
合

（
新
卒
者
）
は
、
満
10
年
の
経

験
で
主
任
（
３
級
）
に
昇
格
す

る
。
ま
た
、
主
査
級
以
上
の
昇

格
は
、
評
価
に
よ
り
異
な
る
状

況
に
あ
る
。

【
人
事
評
価
の
結
果
は
？
】

　

当
該
制
度
は
、
「
職
員
の
育

成
」
と
「
業
務
推
進
支
援
」
を

基
本
と
し
、
「
職
員
個
人
の
努

力
」
と
「
組
織
目
標
へ
の
貢

献
」
に
着
目
し
、
制
度
の
透
明

性
及
び
職
員
の
納
得
性
を
高
め

て
実
施
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
評
価
の
時
期
は
、
主
任
主

査
級
（
専
門
幹
を
含
む
）
以
下

の
場
合
、
１
月
１
日
を
基
準
日

と
し
て
実
施
し
、
所
属
長
か
ら

各
部
局
長
へ
、
そ
し
て
総
務
部

長
が
部
局
内
の
推
薦
順
位
を
参

考
と
し
な
が
ら
昇
給
加
算
対
象

者
を
決
定
し
、
４
月
１
日
に
発

令
さ
れ
る
。
昇
給
区
分
等
の
欄

に
人
事
評
価
結
果
を
反
映
し
た

昇
給
区
分
が
印
字
さ
れ
て
い
る
。

昨
年
の
人
事
評
価
の
結
果
を
確

認
し
、
透
明
性
、
納
得
性
が
担

保
さ
れ
て
い
る
の
か
確
認
し
よ

う
。

Ａ
：
極
め
て
良
好
（
８
号
給
）

Ｂ
：
特
に
良
好
（
６
号
給
）

Ｃ
：
良
好
（
４
号
給
）

Ｄ
：
や
や
良
好
で
な
い
（
２
号
給
）

Ｅ
：
良
好
で
な
い
（
な
し
）

【
勤
務
意
欲
持
て
る
賃
金
改
善
を
】

　

こ
れ
ま
で
の
昇
給
抑
制
を
は

じ
め
と
す
る
賃
金
引
下
げ
に
よ

り
、
中
高
齢
職
員
の
勤
務
意
欲

が
停
滞
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
以
上
の
賃
金
抑
制
を
許
さ

ず
、
勤
務
意
欲
を
維
持
で
き
る

賃
金
改
善
や
、
若
年
層
の
初
任

給
改
善
、
生
涯
賃
金
改
善
の
た

め
の
昇
給
・
昇
格
運
用
の
改
善

の
取
組
を
進
め
て
い
く
。
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2025  現
業
評
・
新
体
制
ス
タ
ー
ト

菅原　薫 議長

西野　聖 副議長徳田　将 事務局長

小田  倫義 副議長

小林　蓮 事務局次長

　

県
職
労
現
業
評
議
会
２
０
２

５
年
度
役
員
選
挙
は
３
月
14
日

に
投
票
が
行
わ
れ
立
候
補
者
全

員
が
信
任
さ
れ
た
。

　

新
役
員
は
次
の
と
お
り
。

議　

長

菅
原　
　

薫
（
畜
産
研
究
所
分
会
）

副
議
長

小
田　

倫
義
（
管
財
課
分
会
）

西
野　
　

聖
（
畜
産
研
究
所
分
会
）

事
務
局
長

徳
田　
　

将
（
管
財
課
分
会
）

事
務
局
次
長

小
林　
　

蓮
（
畜
産
研
究
所
分
会
）

幹　

事

佐
藤　

佳
介
（
管
財
課
分
会
）

武
田　

渓
介
（
畜
産
研
究
所
分
会
）

宇
都
宮　

巧

（
県
南
局
花
巻
土
木
セ
ン
タ
ー
分
会
）

藤
根　

寛
道
（
農
研
セ
ン
タ
ー
分
会
）

及
川　

博
康

（
県
南
局
千
厩
土
木
セ
ン
タ
ー
分
会
）

日
山　

将
太
（
県
北
農
業
研
究
所
）

を
確
認
し
よ
う

〜
お
給
料
の
大
事
な
情
報
で
す
〜

  
３
級
以
上
は

も
確
認
を
！

「
初
号
カ
ッ
ト
」

昇
給
昇
格
発
令
等
通
知
書

昇
給
昇
格
発
令
等
通
知
書

適切な人員配置のため…

　適切な人員配置は、職員が安
心し働き続けるために最も重要
です。
　来年度の人員要求に早期に取
り組むため、分会集会の開催と
併せて、分会基礎調査へのご協
力をお願いします。

－提出は支部書記局へ－

■基準日：2025年５月１日（木）
■集約日：２０25年６月13日（金）

「分会基礎調査」に
　　　　　ご協力を‼
「分会基礎調査」に
　　　　　ご協力を‼

岩　　　手　　　県　　　職　　　労第1671号（昭和34年４月１日第三種郵便物認可） 2025年4月30日（２）


